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【タイトル】 転倒件数減少につながる業務改善への取り組み 

【課題】 

2018 年 11 月に同一患者が複数回転倒を繰り返す事象が発生した。高齢者の転倒は、そ

の後の生活の質に直結し、退院先が変更になることもある。また、合併症を多く抱える高

齢者の転倒が重症化する可能性も高い。高齢者の安全な療養生活を守るためには、有効な

転倒再発予防を多職種で検討していく必要性があった。 

 

【目的】 

・転倒患者を繰り返し転倒させないための効果的かつ個別な対応を具体的に検証し、再

転倒を予防する。 

・多職種が現場に集まり意見交換することで、チームワークを高めて患者安全を図る。 

 

【方法】 

① 多職種で転倒検証プロジェクトを編成し転倒検証方法を決める。 

② 転倒検証を繰り返し、転倒 PJ は四半期に一度集まり事象を集計・分析して傾向を把

握する。 

③ 判明した傾向（特に転倒好発時間）から、業務内容を見直す。 

④ 業務改善を計画し、職場で取り組む。 

⑤ 転倒 PJ での集計・分析を積み重ね、推移を把握して職場・院内にインフォメーショ

ンする。 

 

【結果・効果】 

・2018 年 11 月から活動した転倒 PJ を継続したことで、徐々に転倒件数が減少し、2020

年 11 月には転倒件数をゼロにすることができた。 

（参考：当病棟では、もともと身体拘束は行っていない） 

・職場内のリスクセンスがあがり、危険予知する行動や転倒予防対策が定着した。 

 

【事業団内外の表彰実績（表彰されている場合）】 

・ 

・ 

※人命救助などの場合は添付の必要はありません。 


